
　　くまの議会だより　第 ７０ 号❺

ズ
バ
リ
、
町
政
を
問
う
！

質
一
問
般

９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
の
施

策
等
に
つ
い
て
町
長
に
対
し
論
戦
を
挑
ん
だ
。

総 
務 
部 

門

　　受迫共有地の取扱いは。

　　　個々の「受迫」ごとに
対応を検討していく。（三村町長）

　　交通弱者対策に関する調査、
研究の進捗状況は。

　　　バス利用の促進に向けた検討を始めている。（立花民生部長）

　　プレミアム付き商品券の発行はできないか。

　　　効果について研究し、商工会とも協議を行っていく。（平町総務部長）
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Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ
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過
去
、
受
迫
共
有
地
に
つ
い
て
質
問
を

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
確
答
は
出
て
い

な
い
。
私
が
考
え
る
限
り
、
個
人
の
所
有

で
な
い
こ
と
は
確
信
を
も
っ
て
言
え
る
。

　

こ
の
受
迫
に
つ
い
て
権
利
を
認
め
て
い

る
土
地
が
あ
る
が
、
何
を
根
拠
に
所
有
権

を
認
め
た
の
か
。

　

過
去
、
交
通
弱
者
対
策
に
関

す
る
質
問
を
度
々
行
っ
た
。
そ

の
都
度
、
調
査
や
研
究
を
行
う

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
状
況
や
結
果
は
ど
う
な
の
か
。

　

広
域
の
町
で
は
、
住
民
福
祉

の
た
め
に
と
、
採
算
を
考
え
ず

数
年
運
行
を
続
け
て
い
る
。
な

ぜ
、
熊
野
町
だ
け
が
で
き
な
い

の
か
。

　

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
を
利
用
し
た
、
特
典
付
商
品
券

発
行
の
検
討
を
。

　

財
政
力
指
数
の
関
係
で
利
用
で
き

な
い
の
な
ら
、
別
の
交
付
金
の
研
究
を

早
急
に
行
い
、
疲
弊
し
た
商
店
街
や

町
民
生
活
の
助
け
に
な
る
よ
う
な
事

業
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

明
治
23
年
に
当
時
の
熊
野
村

議
会
が
、
た
め
池
の
所
有
者
を

「
受
迫
」
と
称
さ
れ
た
水
利
権

者
の
集
合
体
に
譲
渡
す
る
こ
と

を
議
決
し
、
そ
れ
に
伴
い
登
記
簿

が
「
熊
野
村
共
有
地
」
か
ら
「
受

迫
」
名
義
に
変
更
さ
れ
た
も
の
。

　
「
受
迫
」
ご
と
に
そ
の
条
件
が

違
って
い
る
こ
と
か
ら
、
個
々
に
そ

の
経
緯
や
法
的
問
題
等
を
研
究

し
、
整
理
を
行
って
い
く
。

　

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
等
を
導
入
し

た
場
合
、
多
く
の
区
間
が
バ
ス
路

線
と
競
合
し
、
バ
ス
事
業
者
の
撤

退
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
バ

ス
路
線
の
維
持
を
最
優
先
課
題

と
し
、
事
業
者
や
地
域
の
方
を

交
え
た
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、バ

ス
利
用
の
促
進
に
向
け
た
検
討

を
始
め
て
い
る
。

　

公
共
交
通
の
利
用
が
困
難
な

方
に
は
、
町
社
協
等
が
行
う
移

送
サ
ー
ビ
ス
（
有
償
）
や
、
介
護

タ
ク
シ
ー
等
を
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

県
内
で
は
、
府
中
市
や
安
芸
高
田
市
、

安
芸
太
田
町
等
の
市
町
に
て
、
商
工
会
等

が
発
行
元
と
な
り
、
既
に
事
業
が
始
ま
って

い
る
所
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
景
気
悪
化
に
よ
る
消

費
の
冷
え
込
み
等
に
よ
り
、
地
元
商
店
街
へ

の
効
果
に
対
す
る
疑
問
点
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
市
町
の
事
例
も
研
究

し
、
実
施
主
体
で
あ
る
商
工
会
と
も
十
分

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

南田議員

福垣内議員

藤本議員
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くまの議会だより　第 ７０ 号　　❻

　　平成21年度の予算編成の内容は。

　　　所信表明で述べた３つの視点を基本に、
様々な支援等の対策を反映させた。（三村町長）

　　住民とのコンセンサスに関する考えは。（渡議員）

　　　５月頃より月２回のペースで、各自治会単位で意見交換会を実施したい。（三村町長）

　　本木雅弘さんをお招きし、筆産業の振興を。（渡議員）

　　　財団法人筆の里振興事業団を通して、話をしてみたいと考えている。（芥川副町長）

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ
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Ｑ

渡議員

　

昨
年
の
12
月
議
会
に
お
い
て
所
信

表
明
を
行
わ
れ
た
が
、
具
体
的
な
重

点
事
業
は
平
成
21
年
度
予
算
に
反
映

さ
れ
た
か
。

　

全
国
的
に
各
市
町
は
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
り
、
平
成
21
年
度
で
編
成

で
き
な
か
っ
た
事
業
が
、
数
多
く
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
先
、
事

業
を
実
施
す
る
財
源
確
保
と
し
て
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
に
取
組
む

か
。

　

町
長
は
、
あ
る
会
合
の
あ
い

さ
つ
の
中
で
、「
各
自
治
会
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
た
い
。」

と
発
言
さ
れ
た
。
町
民
と
行

政
の
垣
根
を
取
り
除
く
画
期
的

な
手
法
と
思
わ
れ
る
が
、
い
つ

頃
実
施
さ
れ
る
の
か
。

　

映
画
「
お
く
り
び
と
」
で

主
演
の
本
木
雅
弘
さ
ん
は
、
書

道
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。

　
一
度
、
こ
の
方
を
熊
野
町
に

お
招
き
し
て
、
交
流
を
深
め
て

は
ど
う
か
。
筆
産
業
の
振
興
に

寄
与
で
き
る
と
考
え
る
。

　

当
初
予
算
の
編
成
に
当
って
は
、
所

信
表
明
で
述
べ
た
考
え
を
で
き
る
だ

け
施
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
た
。

　

例
え
ば
、
シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加

を
促
す
助
成
制
度
の
創
設
や
住
民
団

体
の
自
主
的
な
活
動
へ
の
助
成
、
冒

険
公
園
の
整
備
等
で
あ
る
。

　

ま
た
、
健
全
財
政
を
維
持
す
る
た

め
、
経
費
の
縮
減
や
事
業
の
見
直
し

等
の
行
財
政
改
革
に
取
組
ん
で
い
く
。

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
向
け
て
、
行
政
と
住
民

が
目
標
と
課
題
を
共
有
し
、
地

域
の
課
題
等
を
今
後
の
施
策
に

反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
膝
を
交
え
た

意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
町

内
自
治
会
単
位
を
原
則
と
し
、

５
月
頃
か
ら
月
に
２
回
程
度
、

約
７
カ
月
か
け
て
、
順
次
実
施

し
て
い
き
た
い
。

　

今
年
度
、
財
団
法
人
筆
の
里

振
興
事
業
団
が
開
催
し
た
「
筆

の
世
界
に
遊
ぶ
文
化
人
た
ち
２

０
０
８
」
に
は
、
石
坂
浩
二
さ

ん
を
始
め
、
現
在
26
名
の
方
々

に
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
是

非
と
も
、
本
木
雅
弘
さ
ん
に
も
、

ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

　

今
後
、
筆
文
化
支
援
事
業
の

賛
同
者
と
し
て
、
ご
支
援
い
た

だ
け
る
か
に
つ
い
て
話
を
し
て
み

る
よ
う
、
財
団
へ
話
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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　　くまの議会だより　第 ７０ 号❼

　　深原地区で買収された
保安林の内容は。（南田議員）

　　　先行的に取得した土地に係る組合との契約は行われていない。（立花民生部長）

　　深原地区の町有地の今後の活用方法は。（藤本議員）

　　　更地化した上での活用が最良と考えている。（立花民生部長）

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

　

深
原
地
区
の
保
安
林
に
つ
い

て
は
、
安
芸
地
区
衛
生
施
設

管
理
組
合
（
以
下
「
組
合
」

と
い
う
。）
の
大
型
ご
み
処
理

地
と
し
て
、
委
託
買
収
で
あ
る

と
知
ら
さ
れ
て
い
た
。
組
合
と

の
関
連
は
、
ど
の
よ
う
な
契
約

が
さ
れ
て
い
た
の
か
。

　

町
有
財
産
に
係
る
土
地
に
つ

い
て
、
そ
の
購
入
時
期
や
購
入

額
、
面
積
は
。

　

購
入
時
に
要
し
た
交
渉
費
用

は
。

　

今
後
の
利
用
方
法
に
関
す
る

考
え
は
。

　

平
成
８
年
12
月
の
組
合
議
会

議
員
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

深
原
地
区
を
広
域
不
燃
物
最

終
処
分
場
の
事
業
地
と
し
て
決

定
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
平
成
２
年
12
月
の

組
合
議
会
議
員
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
広
域
不
燃
物
最
終

処
分
場
の
候
補
地
と
し
て
提
示

し
、
そ
の
事
業
用
地
と
し
て
先

行
的
に
取
得
し
た
も
の
で
あ
り
、

当
然
、
組
合
が
購
入
す
べ
き
で

あ
る
と
強
く
主
張
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

左
記
の
と
お
り
。

　

職
員
の
旅
費
や
時
間
外
手
当

が
主
な
も
の
と
思
う
が
、
文
書

の
保
存
年
限
が
既
に
経
過
し
、

当
時
の
書
類
も
残
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
把
握
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。

　

他
用
途
へ
の
利
用
変
更
を
検

討
し
た
結
果
、
そ
の
土
地
を
造

成
し
、
更
地
化
し
た
上
で
活
用

す
る
こ
と
が
最
良
の
方
策
と
考

え
て
い
る
。

　

そ
の
場
合
、
様
々
な
法
令
が

関
係
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
把
握
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

今
後
は
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
や
県
道
矢
野
安
浦
線
の
整

備
状
況
等
も
見
極
め
、
関
係
機

関
等
と
連
携
し
、
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

Ｑ

Ｑ
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民 

生 

部 

門

土地の購入時期等について

購入時期 購　入　額 面　　　積

平成　３年度 3 億 5,000 万円 86,733.7㎡

平成　４年度 1 億 6,168 万円 32,027.0㎡

平成 13 年度 276 万円 623.0㎡



くまの議会だより　第 ７０ 号　　❽

　　介護認定の新方式に関する考えは。

　　　適正な審査・判定に努めていく。（光本福祉課長）

　　シニア世代の社会参加を促進し、
まちづくりの推進を。（福垣内議員）

　　　シニア世代のボランティア団体に対し、積極的に支援を行っていく。（三村町長）

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

　

今
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
介
護
認
定
の
新
方
式
に
つ
い

て
、
町
は
知
っ
て
い
た
か
。

　

シ
ニ
ア
世
代
の
方
を
町
内
の

各
施
設
の
保
全
や
管
理
、
各
種

の
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
等
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
の
協
働
が

考
え
ら
れ
る
が
、
町
長
は
ど
の

よ
う
な
取
組
み
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　

こ
の
制
度
変
更
で
、
介
護
認

定
を
振
り
落
と
さ
れ
た
方
の
受

け
皿
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

こ
の
新
方
式
に
よ
り
、
給
付

費
が
抑
制
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は

ど
う
か
。

　

４
月
か
ら
の
実
施
を
前
に
、

政
府
へ
中
止
や
延
期
を
要
望
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　

新
方
式
（
要
介
護
認
定
制
度

の
見
直
し
）
に
つ
い
て
は
、
モ
デ

ル
事
業
の
実
施
や
県
の
説
明
会

等
で
事
前
に
知
って
い
た
。

　

長
年
、
社
会
で
培
って
こ
ら
れ

た
シ
ニ
ア
世
代
の
方
の
知
恵
と
豊

か
な
経
験
は
、
町
の
財
産
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
思
って
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
21
年
度
予

算
へ
は
、
シ
ニ
ア
世
代
が
主
体
と

な
っ
て
組
織
す
る
団
体
や
、
グ

ル
ー
プ
が
先
駆
的
に
取
組
む
地

域
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
た
め

の
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　

介
護
認
定
で
非
該
当
と
な
っ

た
方
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
現
在

と
同
様
に
町
が
実
施
す
る
介
護

予
防
事
業
へ
の
参
加
を
、
引
き

続
き
働
き
か
け
て
い
く
。

　

昨
年
実
施
し
た
本
町
で
の
モ

デ
ル
事
業
で
は
、
調
査
件
数
10

件
の
う
ち
、
要
介
護
度
が
変
わ

ら
な
か
っ
た
方
が
８
件
、
新
方

式
に
よ
り
軽
く
な
っ
た
方
、
重

く
な
っ
た
方
が
そ
れ
ぞ
れ
１
件
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
給
付
費
の
抑

制
に
は
直
接
繋
が
ら
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

国
に
よ
り
、
現
状
の
課
題
や

問
題
点
等
を
検
討
し
た
結
果
、

実
施
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る

の
で
、
中
止
や
延
期
を
要
望
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
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白築議員



　　くまの議会だより　第 ７０ 号

佛圓議員

馬上議員

❾

　　農業集落法人の設立目的、
及び進捗状況は。

　　　法人の設立に向けた動きが促進されるよう、
様々な取組みを進めていきたい。（上馬場義文建設課長）

　　猪の被害に対する対策は。

　　　防護柵の設置に対する補助や、
駆除班による捕獲を行っている。（上馬場義文建設課長）

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

　

農
耕
面
積
は
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
。
生
産
性
の
向

上
や
農
道
、
水
路
等
の
改
修
、

維
持
管
理
に
は
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　

先
日
、
度
々
猪
の
被
害
に

遭
っ
て
い
る
知
人
か
ら
、
す
ぐ

来
て
欲
し
い
と
連
絡
が
あ
り

行
っ
て
み
る
と
、
生
ま
れ
て
間

も
な
い
猪
の
子
ど
も
が
罠
の
檻

に
か
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

猪
に
よ
り
多
く
の
農
家
が
被
害

を
受
け
て
い
る
現
状
を
聞
き
、

改
め
て
被
害
の
大
き
さ
を
感
じ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
、

町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し

て
い
る
の
か
。
被
害
状
況
は
ど

う
か
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
や
県
の
支

援
を
得
な
が
ら
農
業
基
盤
の
整

備
を
行
っ
て
き
た
が
、
集
落
法

人
等
担
い
手
の
あ
る
所
に
、
重

点
投
資
を
す
る
と
い
う
県
の
政

策
転
換
に
よ
り
、
集
落
法
人
の

設
立
が
進
ん
で
い
な
い
本
町
に

と
っ
て
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
農
業
委
員
に
よ
る

先
進
地
の
視
察
や
、
勉
強
会
の

実
施
に
よ
り
、
関
係
者
へ
の
啓

発
や
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

　

人
的
被
害
は
発
生
し
て
い
な

い
が
、
農
地
に
限
ら
ず
、
庭
や

花
壇
等
を
荒
ら
さ
れ
る
被
害
が

発
生
し
て
お
り
、
被
害
額
は
過

去
５
年
間
で
５
万
円
か
ら
20
万

円
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
農
地
に

電
気
や
ト
タ
ン
等
で
柵
を
し
た

場
合
に
補
助
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
20
年
度
は
約
20
件
程
度
の

申
請
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
猪
を
始
め
と
し
た
有

害
鳥
獣
に
対
し
て
、
駆
除
班
に

よ
る
捕
獲
も
行
っ
て
お
り
、
毎

年
50
頭
前
後
を
捕
獲
し
て
い

る
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

建 

設 

部 

門

▲猪等の有害鳥獣を毎年50頭前後捕獲
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山吹議員

�

　　 川角交差点の改良を要望する考えはあるか。（白築議員）

　　　慢性的な渋滞も解消されつつあることから、
要望等を行う必要はないと考えている。（上馬場達実建設部長）

Ａ

Ｑ

　

県
道
矢
野
安
浦
線
の
道
路

改
良
工
事
に
伴
い
、
交
通
渋
滞

が
緩
和
し
た
。
便
利
に
な
っ
た

と
い
う
声
も
あ
る
が
、
道
路
が

広
く
な
っ
た
た
め
に
横
断
歩
道

を
渡
る
の
に
時
間
が
か
か
る
と

い
っ
た
声
や
、
川
角
交
差
点
か

ら
町
道
出
来
庭
中
溝
線
に
入

る
と
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
て
、

対
向
車
と
接
触
し
そ
う
で
危
な

い
と
い
っ
た
声
を
聞
く
。

　

こ
れ
ら
町
民
の
声
を
踏
ま

え
、
路
面
表
示
や
信
号
機
の
時

間
変
更
の
改
善
に
つ
い
て
県
な

ど
に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　

当
該
交
差
点
部
は
、
周
辺
の

地
形
や
事
業
用
地
等
の
制
約
の

中
で
、
道
路
構
造
令
に
基
づ
き

計
画
し
、
海
田
警
察
署
、
県

公
安
委
員
会
、
本
町
と
の
協
議

を
経
て
、
県
が
工
事
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
工
事
に
よ

り
、
慢
性
的
な
渋
滞
が
ほ
ぼ
解

消
さ
れ
、
交
通
の
流
れ
も
円
滑

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在

の
と
こ
ろ
道
路
形
状
等
の
改
善

に
つ
い
て
、
県
に
要
望
を
行
う

必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
更
な
る
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
状
況
を
踏
ま

え
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ

Ａ

▲以前より広くなった川角交差点

　　県道矢野安浦線の道路整備状況はどうか。

　　　早期に改良工事が行われるよう、
順調な取組みが行われている。（上馬場達実建設部長）

Ａ

Ｑ

　

熊
野
～
黒
瀬
間
の
道
路
整
備

（
ト
ン
ネ
ル
）
の
進
捗
状
況
は
。

　

川
角
交
差
点
か
ら
東
（
安

浦
）
方
面
へ
の
今
後
の
整
備
計

画
や
進
捗
状
況
は
。

　

用
地
買
収
を
ほ
ぼ
終
え
、
ト

ン
ネ
ル
入
口
ま
で
の
間
の
砂
防

河
川
や
、
町
道
の
付
け
替
え
工

事
等
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
早
期
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
発

注
に
向
け
た
取
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
４
車
線
化
に
必

要
な
た
め
の
事
業
用
地
の
取
得

等
を
進
め
、
改
良
工
事
を
行
う

よ
う
努
め
る
と
県
か
ら
聞
い
て
い

る
。

　

ま
た
、
特
に
渋
滞
が
著
し
い

役
場
前
の
道
垣
内
交
差
点
に
つ

い
て
も
、
早
期
に
改
良
工
事
が

実
施
で
き
る
よ
う
、
用
地
買
収

に
向
け
た
取
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。

ＱＱ
ＡＡ
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　　 用途地域を見直す考えはあるか。（馬上議員）

　　　住環境を悪化させるような一部地域の見直しは、
望ましいものではないと考えている。（石井都市整備課長）

　　 冒険公園の整備計画はあるのか。（佛圓議員）

　　　憩いの場として、新たに整備していく。（三村町長）

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

　

熊
野
町
が
都
市
計
画
決
定

を
し
て
、
約
25
年
く
ら
い
に

な
る
と
思
う
が
、
市
街
化
区

域
や
市
街
化
調
整
区
域
、
用

途
地
域
等
の
見
直
し
は
、
ま
だ

一
度
も
行
わ
れ
て
い
な
い
と
思

う
。
こ
れ
に
対
す
る
必
要
性
、

要
望
等
は
ど
う
か
。

　

県
道
沿
い
で
あ
っ
て
も
、
場

所
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
態
様
が

異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

町
内
主
要
道
路
で
あ
る
矢

野
安
浦
線
沿
い
は
、
熊
野
町
の

発
展
の
た
め
に
も
、
第
一
種
住

居
地
域
か
ら
、
平
谷
地
区
と

同
じ
よ
う
に
準
住
居
地
域
に
見

直
し
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。

　

平
成
11
年
６
月
29
日

に
発
生
し
た
集
中
豪
雨

に
よ
る
災
害
以
来
、
冒

険
公
園
が
使
用
で
き
て

い
な
い
。
町
民
グ
ラ
ン

ド
に
附
設
し
た
公
園
と

し
て
の
活
用
が
望
ま
れ

る
が
、
整
備
計
画
は
あ

る
の
か
。

　

準
住
居
地
域
に
は
、
住
居
と

併
せ
て
小
規
模
の
店
舗
等
が
立

地
し
て
い
る
場
合
や
、
県
道
の

４
車
線
化
に
伴
い
、
沿
道
利
用

の
誘
発
が
想
定
さ
れ
る
地
域
を

指
定
し
て
い
る
。

　
一
方
、
第
一
種
及
び
第
二
種
住

居
地
域
に
は
、
今
後
も
で
き
る

だ
け
住
居
の
専
用
性
を
高
め
、

都
市
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
地
域
を
指
定
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
県
道

沿
線
全
体
の
準
住
居
地
域
へ
の

指
定
は
、
望
ま
し
い
も
の
で
は
な

い
と
考
え
る
。

　

平
成
20
年
４
月
19
日
に
、
町

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
建

設
業
者
と
の
協
働
で
土
砂
の
撤

去
作
業
を
行
い
、
見
違
え
る
よ

う
に
き
れ
い
に
な
っ
た
。

　

町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

冒
険
公
園
の
復
旧
を
望
む
声
も

多
い
こ
と
か
ら
、「
三
世
代
が
憩

え
る
場
・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の

場
」
と
し
て
、
新
た
に
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

�

教 

育 

部 

門

▶
現
在
の
冒
険
公
園
の
よ
う
す



くまの議会だより　第 ７０ 号　　�

藤河議員

　　 中公民館は、まだ必要か。（福垣内議員）

　　　公民館機能は、廃止の方向で検討している。（加藤教育部長）Ａ

Ｑ

　

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
の
問
題
等
も
あ
り
、
公

民
館
機
能
は
廃
止
の
方
向
で
考

え
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
の
中
公
民
館
に

は
、
全
国
書
画
展
覧
会
運
営
委

員
会
の
事
務
局
が
置
か
れ
て
お

り
、
そ
の
作
業
所
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
活
動
の
継
続
に
向
け
て
、
代

替
場
所
の
確
保
に
つい
て
、
筆
組

合
や
商
工
会
と
協
議
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

国
庫
補
助
に
よ
り
建
設

さ
れ
た
中
公
民
館
も
、
処

分
制
限
期
間
の
40
年
が
近

づ
い
て
き
た
。
近
く
に
中

央
ふ
れ
あ
い
館
も
あ
り
、

老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。

公
費
の
節
約
を
考
え
れ

ば
、
廃
館
に
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ｑ

Ａ

▲老朽化の進む中公民館

　　小中学生の携帯電話の使用に関する対応は。

　　　アンケート調査により、実態の把握に努めている。
なお、学校への持ち込みは原則禁止としている。（西原教育長）

Ａ

Ｑ

　

政
府
の
教
育
再
生
懇
談

会
で
も
、
小
中
学
生
の
携

帯
電
話
を
、
原
則
禁
止
す

る
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
で
も
あ

り
、
義
務
教
育
の
基
礎
学

力
が
十
分
身
に
付
い
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
携
帯

電
話
に
時
間
を
奪
わ
れ
る
の

は
い
か
が
な
も
の
か
。
熊
野

町
と
し
て
も
、
早
急
に
結
論

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

昨
年
５
月
に
、
小
学
校
５
・

６
年
生
、
中
学
校
生
徒
全
員

を
対
象
に
、
携
帯
電
話
の
保

有
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
ま

た
今
年
の
２
月
に
は
、
保
護
者

全
員
に
対
し
、
そ
の
要
・
不
要

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

な
お
、
町
内
全
て
の
小
中

学
校
で
は
、
携
帯
電
話
の
持

ち
込
み
は
原
則
禁
止
と
し
て

い
る
。

　

今
後
も
、
児
童
・
生
徒
に

対
し
、
正
し
い
使
い
方
や
そ

の
危
険
性
に
関
す
る
指
導
を

徹
底
し
て
行
っ
て
い
く
。

Ｑ

Ａ
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　　 書写教育の現状と今後の取組みは。（佛圓議員）

　　　指導要領に定められた時間を実施している。
今後も充実した内容で取組んでいく。（加藤教育部長）

Ａ

Ｑ

　

現
在
の
学
習
指
導
要
領
で

は
、
小
学
校
３
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
、
国
語
の
時
間
に

書
写
を
週
１
回
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
年
間
で
35
時

間
程
度
で
、
う
ち
毛
筆
を
30

時
間
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
、

書
写
を
１
年
生
は
28
時
間
、

２
・
３
年
生
は
各
11
時
間
実

施
し
て
い
る
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で

も
、
時
間
数
は
殆
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
た
め
、
今
後
も
「
筆

の
都　

熊
野
の
書
写
教
育
」

に
相
応
し
く
、
充
実
し
た
内

容
で
実
施
し
て
い
く
。

　

今
年
か
ら
、
春
分
の
日
を

「
筆
の
日
」
と
定
め
て
、
町

民
自
ら
が
筆
を
持
つ
こ
と
を
目

標
に
関
連
事
業
が
展
開
さ
れ
る

が
、
学
校
教
育
で
の
書
写
教
育

の
現
状
と
今
後
の
取
組
み
は
ど

う
か
。

Ｑ

Ａ

▲全国書画展覧会の展示会場

　　 書道教育特区の申請で教育の充実を。（山吹議員）

　　　導入している自治体について調査したい。（加藤教育部長）Ａ

Ｑ

　

文
化
事
業
や
第
76
回
を
迎

え
る
「
全
国
書
画
展
覧
会
」

な
ど
、
書
写
教
育
の
盛
ん
な
熊

野
町
に
お
い
て
、
書
道
の
向
上

は
文
化
と
地
域
発
展
の
た
め
の

重
要
な
要
素
で
あ
り
、
書
道

教
育
に
寄
せ
る
町
民
の
期
待
に

は
、
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
内

閣
官
房
構
造
改
革
特
区
推
進

室
が
受
付
窓
口
で
あ
る
、
特
区

（
構
造
改
革
特
別
区
域
）
を

申
請
し
、
書
道
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

現
在
、
書
道
教
育
特
区
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
静

岡
県
伊
東
市
と
同
県
駿
東
郡

長
泉
町
で
あ
る
。
認
定
さ
れ
た

内
容
は
、
学
習
指
導
要
領
の
基

準
に
よ
ら
な
い
独
自
の
教
育
課

程
に
よ
り
、
小
学
校
第
１
・
２

学
年
に
「
書
道
科
」
の
時
間
を

設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
導
入
し
た
自
治
体

に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
や
方
法
、

現
状・課
題
等
に
つい
て
調
査
し
、

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ

Ａ
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